
新
宗
教
調
査
報
告
I

調
査
研
究
の
方
針
と
課
題

赤

堀

正

明

(
現
代
宗
教
研
究
所
主
任
)

現
宗
研
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
調
査
・
研
究
活
動
の
一
環
と
し
て
、
新
宗
教
を
取
り
上
げ
た
。
名
称
を
「
新

宗
教
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
、
調
査
と
研
究
を
進
め
て
き
た
。

以
下
は
、
そ
の
報
告
で
あ
る
。
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な
ぜ
新
宗
教
を
調
査
、
研
究
す
る
の
か

N
H
K
の
宗
教
意
識
調
査
の
統
計
に
よ
る
と
、
現
代
の
人
々
の
多
く
が
、
宗
教
乃
至
は
宗
教
的
な
雰
囲
気
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
書
店
で
は
宗
教
書
の
コ
ー
ナ
ー
が
大
き
な
場
所
を
占
め
て
い
る
。

高
度
経
済
成
長
に
よ
る
社
会
変
動
に
影
響
さ
れ
た
、
所
謂
宗
教
回
帰
現
象
は
、
昭
和
四
十
八
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
前
後
に
現
出
し
、

従
来
の
、
巨
大
化
し
た
新
宗
教
と
は
性
状
を
異
に
す
る
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
教
団
群
を
形
成
し
っ
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
の
教
団
は
、
近
代
宗

教
史
の
上
に
、
「
第
三
次
宗
教
ブ
ー
ム
」

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
ほ
ど
の
急
成
長
を
遂
げ
、
崇
教
真
光
・
阿
含
宗
・
善
隣
会
な
ど
数
十
万



人
の
信
者
を
擁
す
る
ま
で
に
発
展
し
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
近
代
日
本
に
お
け
る
宗
教
ブ
ー
ム
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
頭
に
か
け
て
徳
川
幕
藩
体
制
が
崩
壊
し
っ
つ
あ
る
中
で
誕

生
し
た
、
第
一
次
の
ブ
ー
ム
(
大
本
・
天
理
教
等
)
、
そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
に
よ
り
、
天
皇
の
権
威
が
失
墜
し
、
社
会
的
に
も
精

神
面
で
も
、
民
衆
が
混
乱
を
き
た
し
た
時
期
に
勃
興
し
た
、
第
二
次
の
ブ
ー
ム

(
創
価
学
会
・
世
界
救
世
教
等
)
が
先
行
し
て
あ
る
。

こ
れ
ら
、
三
度
に
わ
た
る
近
代
日
本
で
の
宗
教
ブ
ー
ム
の
中
で
、
新
宗
教
教
団
は
着
実
に
そ
の
教
勢
を
拡
大
し
っ
つ
あ
る
。

殊
に
第
二
次
宗
教
ブ
ー
ム
の
中
核
と
し
て
、
最
も
巨
大
化
し
た
信
徒
と
、
近
代
化
し
た
組
織
を
有
し
、
一
般
社
会
へ
の
強
い
影
響
力
を

誇
示
し
て
い
る
の
は
、
法
華
系
の
新
宗
教
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

図-1 我が国の信者数

(昭和60年12月31日現在)

図一2 日蓮宗と法華教団の信者数

(昭和60年12月31日現在)

仏所護念会教団
5.8%

l,988,628人
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昭
和
六
十
年
現
在
の
日
蓮
宗
の
宗
勢
を
見
て
み
る
と
、
我
が
国
の
信
徒
総
数
の
中
で
、
仏
教
徒
は
四
一
%
に
登
り
、
法
華
系
新
宗
教
に

所
属
す
る
信
徒
が
一
五
・
五
%
を
占
め
る
。
そ
の
内
、
日
蓮
宗
の
信
徒
の
割
合
は
わ
ず
か
一
・
〇
六
%
に
過
ぎ
な
い
。
(
図
-
1
参
照
)

法
華
系
教
団
の
中
で
の
日
蓮
宗
の
占
め
る
比
率
は
六
・
九
%
で
あ
る
。

法
華
系
教
団
の
中
で
、
最
も
多
数
の
信
徒
を
擁
す
る
の
は
日
蓮
正
宗
創
価
学
会
で
あ
り
、
約
半
数
の
四
九
・
八
%
を
占
め
、
次
い
で
立

正
佼
成
会
が
一
七
・
九
%
、
、
霊
友
会
の
八
・
六
%
と
続
い
て
い
る
。
(
図
-
2
参
照
)

次
に
信
徒
の
伸
び
率
を
見
て
み
る
。

四
十
年
か
ら
四
十
五
年
ま
で
は
高
度
成
長
の
時
期
で
、
ほ
と
ん
ど
の
新
宗
教
が
信
徒
数
を
大
幅
に
伸
ば
し
て
い
る
。
四
十
五
年
か
ら
五

十
年
ま
で
は
、
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
て
横
這
い
か
、
下
向
し
て
い
る
。
こ
の
頃
か
ら
、
第
三
次
の
新
宗
教
が
頭
角
を
現
し

始
め
て
く
る
。
五
十
年
か
ら
六
十
年
は
、
真
如
苑
の
急
激
な
増
加
が
目
立
つ
。
日
蓮
宗
は
、
四
十
年
か
ら
六
十
年
ま
で
終
始
変
化
な
く
、

現
状
維
持
が
精
一
杯
で
あ
り
、
わ
ず
か
に
増
加
し
て
い
る
の
は
、
人
口
増
加
に
伴
う
自
然
増
と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
(
図
-
3
・
表

-
1
参
照
)

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
短
絡
的
で
は
あ
る
が
、
日
蓮
宗
が
各
時
代
に
対
応
す
る
適
切
な
教
化
を
施
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
い
得
る

の
で
は
な
い
か
。
信
徒
の
多
寡
が
必
ず
し
も
、
宗
教
の
盛
衰
を
徴
証
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
世
法
の
関
頭
統
÷
広
宣
流
布
を
願
業
と

す
る
日
蓮
宗
徒
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
現
状
を
認
識
す
る
こ
と
は
、
百
慮
三
省
に
価
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
蓮
宗
教
団
は
、
徳
川
幕
藩
体
制
下
で
、
檀
家
制
度
を
中
心
と
し
た
一
種
の
御
用
宗
教
化
し
て

い
た
面
が
あ
り
、
明
治
維
新
後
も
、
そ
の
残
津
を
引
き
摺
っ
た
ま
ま
に
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
教
団
が
、
教
祖
の
教
義
の
具

体
化
さ
れ
る
主
体
で
あ
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
教
祖
で
あ
る
日
蓮
聖
人
の
主
願
の
妙
法
弘
通
を
以
っ
て
教
団
の
存
在
理
由
と
し
な
く
て
は

な
る
ま
い
。

新
宗
教
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
優
れ
て
教
化
本
位
で
あ
り
、
実
践
を
内
包
す
る
教
学
を
構
築
し
て
、
こ
こ
に
教
団
の
存
在
理
由
を
お
い
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図一3 日蓮宗と新宗教信者数の推移
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表一1 信者数一覧

C鴨 ⊂⊃ C細 Cn C賀 トー⊥ 鼻ゝ ⊂∩ 軍ゝ ⊂⊃ 

甘 甘 甘 甘 甘 

〔\⊃ N ー ー 〇一〇I 

務 弊 

ト⊃ ⊂⊃ く」⊃ 一〇 ⊂賀 

C人〕 ⊂⊃ 〇一▲ ∞ ⊂賀 

一〇」 C人〕 ⊂⊃ くe く」⊃ 

く」⊃ く」⊃ ト⊃ 一、〇 ⊂⊃ 

∞ Cn ⊂賀 〇〇〇 ⊂n 

鴨ゝ ト⊃ 〇一一〇 C▲〕 C細 

⊂⊃ C細 C人〕 〔\〕 トe 

C▲〕 Cn ⊂⊃ 一、ミ ⊂⊃ 

く」D ∞ ∞ 
寧 

一〇、J 声 
ト⊃ 一、〇 一、ミ ⊂⊃ 

⊂⊃ ーJ ∞ く」⊃ ⊂⊃ 

廼 C賀 鴨ゝ C賀 くわ ⊂⊃ 

置ゝ C面 〇一▲ ⊂⊃ いつ 

ーJ ○○“■ ーJ ⊂⊃ ⊂賀 

籾 C賀 一〇 ぐ⊃ ○○ ー」 

⊂⊃ く」⊃ ト⊃ ひ〕 ト⊃ 

Cβ CJ C人〕 Co トe 

田 鶴 

置ゝ N ⊂⊃ )○○▲ 一、〇 

ーJ ○○ ⊂賀 ○○ 嶋ゝ 

トe ⊂⊃ ーふ ○○ ト“▲ 

ーJ ト⊃ く」⊃ ーJ く」⊃ 

⊂カ ∞ Cβ ⊂⊃ 〇〇〇▲ 

籾 
C細 C人〕 〇〇°▲ く」⊃ ⊂⊃ Cわ 〇°“▲ くす「 N く○ 

いつ N ト、⊃ ○○▲ 〇°▲ 
Ⅲ 

C人〕 〔、、⊃ トe 一、e ー寄 

搬 〈簾〕 ○○ ∞ ーJ 一〇 

鵬ゝ 〔、e 十〇〇▲ くe ⊂⊃ 

C鴨 トーー▲ CD ーJ ヰゝ 

親 一〇 ⊂⊃ Cわ ⊂⊃ ト〇〇〇 

C細 ∽ ∞ C人〕 en 

○○“▲ ト“■I 〇一▲ ー 〇°▲ Ⅲ 
ー寄 ⊂賀 ⊂わ C賀 ⊂刀 

N q⊃ Cn 〇一▲ トe N 

N 
N C人〕 

触 
Cわ ∞ ⊂∩ ⊂⊃ 〇一▲ 軍ゝ 

目 
Cれ C賀 ト⊃ げゝ トー▲ 

削 く」⊃ q⊃ ⊂⊃ ∞ C♪ 

く」⊃ ーJ Cn ∞ ⊂賀 

トe いつ N 虐ゝ 置ゝ 脚 
櫨⊃ ぐ⊃ ⊂∩ いつ 〇一▲ 

料 く」⊃ ーiJ ト“▲ ⊂細 q⊃ 

∞ ○○▲ トe ぐ⊃ ∞ 

⊂⊃ ⊂⊃ ⊂わ く⊃ 鴫ゝ O「 C汀 ∞ ⊂h C㌦ 妙 ⊂⊃ ⊂⊃ トe ーJ ⊂「l 

⊂賀 Cn 軍ゝ ヰゝ N 
出 目 N C人〕 ーJ ○○ ⊂n 

⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ 嶋ゝ ⊂⊃ 
薄 〇一〇ト ∞ 軍ゝ く」⊃ ⊂賀 

⊂賀 N 軍ゝ 軍ゝ ーJ 

N 鴫ゝ C賀 ーミ ト⊃ 
妙 くe トーふ いつ ⊂わ ∞ 

いつ ⊂⊃ 〈二×〕 C▲〕 トーふ 〇°“▲ 

柵 にト ーJ Cn くく⊃ くe ∽ 
ぐ⊃ ⊂賀 ー寄 ⊂⊃ ∞ エコ 

q⊃ 
遅 

嶋ゝ ⊂賀 ⊂n 

灘 
Cn CO C● ⊂⊃ 

鴫ゝ 〔\⊃ ⊂わ 〇°■I ⊂⊃ 
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て
い
る
。
こ
の
教
化
を
以
っ
て
教
団
存
在
の
優
先
理
由
と
す
る
こ
と
の
認
識
が
、
日
蓮
教
団
も
含
め
る
伝
統
教
団
か
ら
欠
落
し
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
事
が
、
教
団
を
し
て
現
実
の
社
会
に
対
応
す
る
機
能
を
低
下
せ
し
め
、
教
化
を
接
点
と
し
て
の
み
獲
得
さ
れ
る

大
衆
の
ニ
ー
ズ
を
摂
取
す
る
門
を
も
、
自
ら
閉
じ
て
し
ま
う
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
為
、
教
化
の
名
目
を
以
っ
て
さ
れ
る
布
教
活
動

も
、
所
詮
は
教
団
側
か
ら
の
一
方
通
行
で
し
か
な
く
、
大
衆
の
生
き
ん
が
た
め
の
支
柱
を
模
索
す
る
欲
求
は
空
を
握
み
、
心
は
充
足
さ
れ

る
こ
と
な
く
今
日
に
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

試
み
に
、
法
華
系
教
団
の
教
師
一
人
あ
た
り
の
年
間
の
教
化
人
数
の
比
較
を
表
に
し
て
み
る
と
、
教
化
能
力
の
差
の
著
し
い
こ
と
が
明

白
と
な
る
。
(
表
-
2
参
照
)

こ
こ
に
、
ど
う
し
た
ら
日
蓮
教
団
が
本
来
の
撥
刺
と
し
た
教
化
集
団
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
主
眼
と
す
る
、
新
宗
教
調
査
研
究
の

企
画
が
需
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

選
罰
-
>
軌
汁
○
○
両
群
群
青
簿

柵 国 脚 もめ をここ 
Ⅱ] 

*ゴ・ ロ 

無 痛: 島 

汚し 

南 晒 

軸 

謡 H〉 博 封〉 削 

ト一一▲ Cn 〔\e トーー C鴫 トe 
両 

⊂∩ ⊂D 甫 

/へ 榎 串 >- ) 

⊂⊃ C賀 C人〕 く○ (」⊃ Cめ 

-1 

⊂⊃ 〔\〕 ∞ 

語 弊 

鴨ゝ CD いつ 十一▲ 一・ミ 

ト⊃ く○ ∞ C細 ⊂わ 
トe 置ゝ ∞ ∞ 軍ゝ 
⊂⊃ 軍ゝ ⊂⊃ 一、〕 ⊂⊃ 

鴫ゝ 〇°“▲ 嶋ゝ o⊃ C鴫 C「l I 一、] 

鶏 口。 ヨ」 磐 

車ゝ C刀 ト○○▲ ∞ 庫ゝ N トーふ C細 Cn C鴨 
○○ ⊂⊃ 〔\⊃ 〇一▲ 

げゝ 

○○▲ C賀 C人〕 〇一▲ ーJ いつ 

両 群 瞥 

C白 く」⊃ 甘 

〇〇 一▲ ⊂賀 ⊂⊃ 〇一〇▲ Ce 
⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ Cn ヰゝ 

N 
く」⊃ 

いつ 

C鴫 農ゝ 

さ 
一、] 一〇 

Cn ⊂⊃ C賀 ⊂⊃ 
C鴨 〇一〇I ⊂⊃ Cβ 〇一一 

ー」 〇一▲ C賀 Cl⊃ ⊂賀 Cn ー」 

廼 亡。 主計 弊 
くC〉 ⊂⊃ ヰゝ N ヰゝ 〇一▲ 

○○ Cn ー■ げゝ 

ーミ ト⊃ 一寸 〇〇一 
C▲⊃ 

一〇コ ⊂賀 

C人〕 

⊂▲⊃ 

Cn 

市 浦 轟・ 
C細 〇〇〇▲ C白 
〇〇〇し 

く」⊃ ーJ CD こす 
げゝ 厚ゝ ○○▲ ト一一 

⊂⊃ 
エコ 

C人〕 CJ「 ト⊃ ⊂賀 ⊂わ 潜 ⊂D ーミ ⊂⊃ ⊂わ トーーし 

くく⊃ Co 〇〇〇一 

Cn ⊂⊃ e建 前菖 蒲- 鶏> 喜郎 

C賀 ーJ ⊂⊃ 

⊂⊃ ーJ ∞ C人〕 ⊂賀 
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現
宗
研
に
お
け
る
従
来
の
調
査
・
研
究
活
動
と
そ
の
検
討

「
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
」
が
設
置
さ
れ
た
所
期
の
目
的
に
、
「
現
代
諸
宗
教
の
実
態
を
調
査
し
、
本
宗
教
学
の
現
代
的
解
明
と
時
代

に
適
応
す
る
布
教
大
系
の
確
立
に
寄
与
せ
し
め
ん
」

(
昭
和
三
十
九
年
『
宗
報
』
)

と
あ
る
。

現
宗
研
が
宗
会
で
建
議
さ
れ
た
昭
和
三
十
九
年
は
、
創
価
学
会
が
池
田
大
作
会
長
の
も
と
に
、
衆
議
院
へ
の
進
出
と
宗
教
政
党
で
あ
る

公
明
党
を
結
成
し
た
年
で
あ
り
、
ま
た
霊
友
会
が
南
伊
豆
に
弥
勒
山
法
華
堂
を
建
立
し
、
さ
ら
に
立
正
佼
成
会
が
杉
並
に
大
聖
堂
を
建
立

し
大
教
団
と
し
て
の
地
歩
を
固
め
た
年
で
も
あ
っ
た
。

新
宗
教
教
団
躍
進
の
当
初
、
宗
門
は
こ
れ
を
高
踏
的
に
低
俗
祝
し
、
無
視
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
創
価
学
会
の
政
界
へ
の
進
出
等
、

社
会
的
影
響
の
拡
大
に
伴
な
い
、
こ
れ
を
楽
観
、
座
視
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
調
査
研
究
に
着
手
し
、
対
応
策
を
講
ず
る
必
要
に
迫
ら
れ

た
。

こ
う
し
た
情
況
下
に
、
現
宗
研
は
設
置
さ
れ
、
研
究
対
象
と
し
て
新
宗
教
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

現
宗
研
に
お
け
る
新
宗
教
調
査
・
研
究
は
今
日
ま
で
に
、
十
余
篤
の
報
告
と
三
冊
の
関
連
書
が
上
梓
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
成
果
を

参
校
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
調
査
・
研
究
の
方
向
を
推
定
す
る
上
で
有
益
で
あ
る
。

表
題
を
摘
記
す
る
。

(
論

文
)

㈲

中
濃
教
篤
「
創
価
学
会
・
公
明
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」

(
所
報
航
l
・
S
4
2
)

㈲

望
月
一
靖
他
「
真
宗
大
谷
派
・
同
朋
の
会
運
動
調
査
レ
ポ
ー
ト
」

(
所
報
肌
l
・
S
些

㈲

望
月
一
靖
「
日
蓮
宗
寺
院
活
動
に
お
け
る
地
域
社
会
と
大
衆
の
問
題
」

(
所
報
賄
1
・
S
些

㈲

中
濃
教
篤
「
新
興
宗
教
の
組
織
か
ら
学
ぶ
も
の
と
批
判
す
る
も
の
」

(
所
報
別
冊
‰
1
・
S
些
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椅
‖
S
い
り
5
細
り
‖
同
い
細

田
‖
S
い
り
6
寛
子
○
同
い
○

細
い
m
い
り
7
細
り
山
田
い
り

調
い
,
い
り
8
細
り
○
○
い
り

細
い
S
い
り
9
軸
は
S
‖
細

面
い
い
い
い
田

町
,
皿

軸
‖
‖
‖

細
り
[
1
い
い
○

○
い
い
い
い
=
“
ll

細
り
山
田
=
り

椅
,
1
,
1
’
い
り
○

照
り
叩

‖
‖
‖
‖

[
‖
同
〃
白
さ

調
い
○
○
い
り

帥
馴
細l

動
=
H
,
い
り

○
○
1
,
1
"
い
り

4
1

確
‖
‖
甲

南
=
‖
〇
日
‖
細

面
,
1
軸
い
り

「
ト
」
Ul

の
り
山
賀
い
り

中
濃
教
篤
「
仏
立
講
の
発
生
と
そ
の
史
的
背
景
」

(
所
報
賄
2
・
S
4
 
3
)

現
宗
研
調
査
部
「
真
宗
大
谷
派
・
同
朋
の
会
運
動
調
査
レ
ポ
ー
ト
㈲
」

(
所
報
M
2
・
S
4
 
3
)

丸
山
照
雄
「
新
興
宗
教
に
関
す
る
調
査
研
究
の
問
題
点
」

(
所
報
賄
3
・
S
4
 
4
)

冠

賢
一
「
幕
末
日
蓮
系
新
興
教
団
の
動
向
」

(
所
報
賄
4
・
S
4
 
5
)

奥
村
健
太
郎
・
丸
山
照
雄
「
天
皇
制
と
新
興
宗
教
」

(
所
報
賄
4
・
S
4
 
5
)

梅
原
正
純
「
創
価
学
会
を
め
ぐ
る
社
会
的
諸
動
向
と
言
論
の
自
由
の
問
題
占
∵

(
所
報
M
4
・
S
4
 
5
)

佐
木
秋
夫
他
「
《
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
)
創
価
学
会
の
教
義
と
思
想
的
特
質
」

(
所
報
肌
4
・
S
4
 
5
)

内
山
尭
邦
「
み
ち
の
く
の
新
興
宗
教
・
松
緑
神
道
大
和
山
」

(
所
報
第
六
号
・
S
4
 
7
)

中
濃
教
篤
「
長
松
清
風
と
本
門
仏
立
講
宗
」

(
所
報
第
1
 
2
号
・
S
5
 
2
)

中
濃
教
篤
「
創
価
学
会
の
内
部
分
裂
と
日
蓮
正
宗
」

(
所
報
第
1
 
5
号
・
S
5
 
5
)

長
谷
川
正
徳
「
本
宗
の
お
題
目
と
新
興
宗
教
の
お
題
目
の
違
い
」

(
所
報
第
2
 
0
号
・
S
O
O
)
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(
刊
行
書
)

㈲

現
代
宗
教
研
究
所
編
『
諸
宗
教
理
解
の
手
引
』

(
S
4
 
2
刊
)

㈲

中
濃
教
篤
著
『
新
興
宗
教
と
は
何
か
』

(
S
4
 
2
刊
)

㈲

中
濃
教
篤
述

『
創
価
学
会
の
徹
底
的
解
剖
』

(
S
6
 
2
刊
)

以
上
の
報
告
を
、
今
後
の
教
化
活
動
に
視
座
を
置
い
て
通
覧
し
て
み
る
と
、
配
意
す
べ
き
点
と
し
て
次
の
事
が
言
え
る
。

一
、
本
門
仏
立
宗
・
創
価
学
会
を
重
点
と
す
る
、
法
華
系
新
宗
教
へ
の
取
り
組
み
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
教
学
、
組
織
の
研
究
を
主

と
し
、
教
化
・
布
教
の
面
に
は
あ
ま
り
重
点
が
置
か
れ
て
い
な
い
。



二
、
中
濃
教
篤
師
は
、
「
新
興
宗
教
の
組
織
か
ら
学
ぶ
も
の
と
批
判
す
る
も
の
」
の
中
で
、
立
正
佼
成
会
の
法
座
活
動
等
を
取
り
上
げ

て
い
る
が
、
教
義
・
教
条
を
基
点
と
し
た
批
評
で
あ
り
、
本
宗
の
教
化
に
取
り
入
れ
る
為
の
批
判
を
指
向
し
て
は
い
な
い
。

三
、
丸
山
照
雄
師
は
、
真
宗
大
谷
派
の
「
同
朋
の
会
運
動
」

の
背
景
の
一
つ
に
、
創
価
学
会
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、

「
改
革
志
向
」

の
既
成
仏
教
教
団
に
は
、
砂
な
か
ら
ず
新
宗
教
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
挙
証
し
て
い
る
。

「
同
朋
の
会
運
動
」

の
そ
の
後
の
追
跡
調
査
を
は
じ
め
、
伝
統
教
団
の
新
宗
教
受
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
新
宗
教
調
査
・
研
究
の
課
題

調
査
・
研
究
の
結
果
は
、
当
然
、
調
査
・
研
究
の
意
図
す
る
目
的
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
膏
の
と
な
る
。
従
来
の
現
宗
研
で
の
調
査
・
研

究
は
、
新
宗
教
教
団
の
概
説
あ
る
い
は
日
蓮
宗
を
基
準
と
し
た
教
典
・
教
義
の
比
較
検
討
に
重
心
が
置
か
れ
て
い
る
。
又
、
組
織
、
通
過

儀
礼
等
の
静
態
を
主
と
し
、
入
信
者
の
意
識
・
活
動
等
の
、
人
を
対
象
と
し
た
動
態
の
調
査
・
研
究
は
従
属
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
創

価
学
会
の
強
烈
な
折
伏
に
対
す
る
教
義
的
逆
批
判
の
必
要
上
、
又
、
日
蓮
宗
が
最
も
伝
統
あ
る
教
団
で
あ
り
法
華
系
教
団
の
中
核
で
あ
る
、

と
の
認
識
か
ら
は
当
然
の
結
果
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

こ
う
し
た
従
来
の
成
果
を
基
に
し
て
、
調
査
・
研
究
の
課
題
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

日

新
宗
教
の
伝
統
教
団
へ
の
影
響

口

新
宗
教
全
体
の
、
教
化
を
中
心
と
し
た
把
握

臼

法
華
系
新
宗
教
の
総
体
的
把
握

㈲

日
蓮
宗
教
化
の
活
性
化
の
為
の
、
新
宗
教
理
解

㈲

新
宗
教
理
解
に
立
っ
た
、
日
蓮
宗
教
化
の
試
案
作
成
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こ
れ
ら
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
為
に
、
何
を
規
準
と
し
て
調
査
を
進
め
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

調
査
・
研
究
の
規
準

私
は
、
調
査
・
研
究
の
規
準
に
日
蓮
聖
人
の
五
義
判
を
依
用
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
五
義
判
は
、
聖
人
が
法
華
経
神
力
品
等
を
依

拠
と
し
て
立
て
ら
れ
た
教
判
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
一
義
に
は
立
教
開
宗
の
必
然
性
を
総
体
的
に
立
証
し
、
法
華
経
の
み
が
世
界
に
流
布
し
て
、
人
類
を
救
済
す
る
理
由
を
論
証

す
る
も
の
で
あ
る
。

も
う
一
義
は
、
「
仏
法
を
弘
め
ん
と
お
も
わ
ん
者
は
、
必
ず
五
義
を
存
し
て
正
法
を
ひ
ろ
む
べ
し
」
(
顕
語
法
抄
)
と
あ
る
よ
う
に
、
末
代

に
仏
法
を
弘
め
よ
う
と
す
る
人
の
心
得
と
し
て
こ
れ
を
留
め
置
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
比
較
宗
教
学
的
に
も
、
多
角
的
、
総
合
的
な
客
観
性
に
富
ん
だ
比
較
規
準
で
あ
る
と
い
え
る
。

五
義
の
大
要
を
図
示
す
る
。

69

五
義

-
[丁[

明
教
…
…
宗
教
教
義
の
研
究

鑑
機
…
…
個
人
特
性
の
研
究

察
時
…
;
時
代
の
特
色
傾
向
研
究

知
国
…
‥
・
仕
′
言
∵
国
家
の
研
究

者
序
…
…
宗
教
情
勢
の
研
究

こ
れ
ら
の
五
義
は
、
判
釈
上
同
等
の
重
さ
で
用
い
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
と
も
す
れ
ば
「
教
」
に
重
点
が
置
か
れ
る
あ
ま
り
、

他
の
「
四
義
」
を
軽
微
に
扱
う
こ
と
が
俸
あ
る
。
こ
れ
が
実
は
独
善
的
な
教
化
の
陥
葬
に
落
ち
込
む
素
因
で
あ
り
、
現
在
の
日
蓮
宗
も
こ

う
し
た
穴
虚
に
仔
ん
で
い
る
と
勘
え
る
。



聖
人
の
判
教
は
、
教
理
の
浅
深
に
よ
っ
て
勝
劣
を
定
め
る
も
の
の
他
に
、
釈
尊
出
世
の
根
本
意
義
と
、
人
類
永
遠
の
非
願
で
あ
る
仏
国

の
実
現
と
、
そ
こ
に
至
る
実
際
的
効
果
と
を
規
準
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
義
か
ら
、
当
然
、
こ
の
五
義
判
を
、
現
代
宗
教
判
釈
の
綱
要
と

し
て
、
新
宗
教
の
研
究
に
も
依
用
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

五
義
判
は
時
代
を
通
徹
す
る
判
教
規
範
で
あ
り
、
現
代
の
教
化
も
こ
の
関
門
を
通
過
し
て
初
め
て
現
代
相
応
の
正
教
と
言
い
得
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
後
は
、
五
義
判
に
準
拠
し
て
、
調
査
・
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

調
査
・
研
究
項
目

こ
れ
ま
で
考
究
し
て
き
た
と
こ
ろ
を
基
に
し
て
、
調
査
項
目
を
仮
設
す
る
と
、

日

沿

革

日

教
義
・
教
典

臼

帰
依
の
対
象
(
本
尊
・
祭
神
)

㈲

組
織
・
機
構
並
び
に
そ
の
機
能

㈲

管
理
運
営
法
と
財
政
に
つ
い
て

㈱

未
信
徒
の
教
化
=
布
教
に
つ
い
て

㈲

宗
教
体
験
の
実
際
と
意
義

㈹

信
徒
の
守
る
べ
き
事
項

㈲

入
信
し
て
良
か
っ
た
点
、
悪
か
っ
た
点

㈲

既
成
仏
教
教
団
(
日
蓮
宗
)

と
の
相
違
点
・
魅
力
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凸

他
宗
教
と
の
関
係

①

参
考
文
献
・
資
料

と
な
る
。
日
、
〇
、
日
、
㈲
、
田
、
内
、
鯖
は
教
団
調
査

の
分
野
に
は
い
り
、
基
礎
資
料
と
し
て
欠
か
す
事
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
教
団
の
創
始
者
・
沿
革
・
教
義
・
儀
礼
・
組
織
・
実
践
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
の
内
、
儀
礼
・
実
践

を
除
い
て
は
略
、
教
団
内
外
の
出
版
物
に
ー
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
儀
礼
・
実
践
に
関
し
て
は
、
教
団
に
入
団
し
た
こ
と
の
あ
る
人
か

ら
の
聴
取
、
或
は
、
調
査
す
る
本
人
が
体
験
的
に
入
団
し
て
、
調
査
す
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
僧
主
導
型
の
既
成
仏
教
と
、
在

家
主
義
に
立
つ
新
宗
教
と
の
対
日
・
対
他
儀
礼
の
比
較
等
が
調
査
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
、
㈲
、
㈹
、
伽
は
個
人
調
査
の
分
野
に
は
い
り
、
信
者
個
人
の
入
信
過
程
、
活
動
状
況
、
宗
教
体
験
、
宗
教
意
識
等
に
つ
い
て
明

ら
か
に
す
る
の
を
目
的
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
教
団
の
教
義
が
ど
の
よ
う
に
信
徒
に
伝
達
さ
れ
伝
播
し
て
い
く
か
、
教
化
の
プ
ロ
セ
ス
を

調
査
し
、
教
化
者
と
し
て
の
熱
意
を
持
っ
た
信
徒
が
何
故
多
く
排
出
す
る
か
等
を
解
明
し
た
い
。

昭
和
六
十
二
年
度
の
調
査
活
動

法
華
系
新
宗
教
の
分
野
で
は
、
「
妙
智
会
」

の
小
林
永
司
氏
か
ら
、
教
団
と
氏
と
の
関
わ
り
を
中
心
と
し
た
高
話
を
載
い
た
。

「
妙
道
会
教
団
」
は
、
大
阪
市
天
王
寺
の
本
部
を
訪
問
し
、
宮
尾
早
雄
氏
か
ら
教
団
設
立
当
時
の
逸
話
等
傾
聴
す
べ
き
講
話
を
伺
っ
た
。

又
、
法
華
系
以
外
の
新
宗
教
で
は
、
京
都
市
亀
岡
に

「
大
本
」
本
部
を
訪
ね
、
諸
殿
を
参
観
し
、
豊
田
秀
満
氏
か
ら
は
体
験
を
主
に
し

た
宇
宙
観
等
に
つ
い
て
の
法
話
を
お
聞
き
し
た
。

「
天
理
教
」

は
、
本
書
嬬
分
教
会
の
八
島
英
雄
氏
か
ら
、
開
祖
の
中
山
み
き
の
教
義
と
、
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
い
た
。

な
お
、
「
妙
智
会
」

と
「
天
理
教
」
は
、
本
書
に
そ
の
筆
録
を
掲
載
し
、
「
妙
道
会
」

と
「
大
本
」
は
研
究
員
の
報
告
を
載
せ
た
。
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註
1

新
宗
教
を
調
査
研
究
の
対
象
と
す
る
際
、
何
を
指
し
て
新
宗
教
と
呼
ぶ
か
の
問
題
が
あ
る
。
視
角
の
相
違
に
よ
り
、
「
新
宗
教
」
「
新
興
宗
教
」

「
新
宗
教
運
動
」
「
新
興
教
団
」
と
い
っ
た
、
少
し
ず
つ
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
す
る
表
現
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
用
語
に
着
意
の
相
違
か
ら
ノ
、

る
特
色
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
宗
教
的
な
由
因
か
ら
で
な
ノ
\

外
的
な
緑
由
か
ら
の
価
値
を
付
加
さ
れ
た
「
新
興
宗
教
」
で
な
く
、
現
在
、
学

会
の
通
話
と
な
っ
て
い
る

「
新
宗
教
」

を
適
当
の
語
と
し
て
用
い
る
。

又
、
概
念
規
定
も
、
そ
の
成
立
時
期
と
併
せ
て
諸
説
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
幕
末
期
以
降
に
成
立
し
た
民
衆
、
即
ち
既
成
教
団
に
属
さ
な
い
大

人
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
宗
教
運
動
で
、
こ
れ
ま
で
「
新
宗
教
」

「
新
興
宗
教
」

「
新
興
教
団
」

「
新
宗
教
運
動
」
と
し
て
研
究
対
象
と
さ
れ
、
取
り

扱
わ
れ
て
き
た
も
の
の
す
べ
て
を

「
新
宗
教
」

と
し
て
位
置
づ
け
る
説
を
と
る
。
(
表
-
3
参
照
、
末
尾
に
掲
載
)

従
来
の
研
究
は
、
日
本
の
近
代
化
を
エ
ポ
ッ
ク
と
し
た
、
歴
史
的
正
分
法
に
よ
っ
て
新
宗
教
の
発
生
時
期
を
考
察
し
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ

は
、
宗
教
運
動
を
、
社
会
変
動
に
付
随
す
る
一
つ
の
社
会
現
象
と
し
て
の
側
面
か
ら
把
え
た
に
止
ま
り
、
宗
教
の
自
発
的
運
動
展
開
を
軽
視
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
し
て
、
特
定
の
歴
史
区
分
を
せ
ず
に
、
幕
末
以
降
に
新
し
く
興
起
し
た
宗
教
と
い
う
意
味
で
「
新
宗
教
」

と
規
定
し
て
お
ノ
、
。

註
2

新
宗
教
の
中
で
、
日
蓮
宗
、
又
は
法
華
宗
系
の
既
成
教
団
か
ら
分
派
の
形
を
と
っ
て
一
派
を
為
し
た
教
団
、
或
は
そ
う
し
た
教
団
に
関
係
し
て

巷
間
、
法
華
経
信
仰
活
動
を
行
っ
て
い
た
人
々
が
興
し
た
教
団
等
を
、

ィ
、
法
華
経
を
所
俵
の
教
典
と
す
る
こ
と
か
ら

「
法
華
系
」

口
、
お
題
目
を
唱
え
る
こ
と
か
ら

「
題
目
系
」

ハ
、
日
蓮
聖
人
の
教
義
を
依
処
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら

「
日
蓮
系
」

と
呼
称
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
次
の
理
由
に
よ
り

「
法
華
系
」

を
以
っ
て
代
表
さ
せ
る
。

孝
道
教
団
は
霊
友
会
か
ら
昭
和
十
年
に
独
立
し
た
が
、
天
台
系
に
所
属
し
て
い
る
の
で
日
蓮
系
と
は
言
い
が
た
い
。

一
、
上
皮
正
佼
成
会
も
霊
友
会
か
ら
分
派
し
た
が
、
真
実
顕
現
以
降
は
根
本
仏
教
(
原
始
教
典
に
仏
教
の
根
本
思
想
が
あ
る
と
見
る
)
と
法

華
経
を
依
拠
と
し
て
、
日
蓮
聖
人
は
複
数
の
先
師
の
内
の
一
人
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

一
一
一
、
創
価
学
会
は
釈
尊
を
脱
仏
と
し
て
尊
崇
し
な
い
が
、
そ
の
所
説
で
あ
る
法
華
経
は
読
話
し
題
目
を
唱
え
る
。

叩
、
各
教
団
共
、
法
華
経
を
何
ら
か
の
形
で
読
諦
し
て
い
る
。
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註
3

図
2
、
図
2
、
表
1
、
表
2
の
デ
ー
タ
は
、
文
化
庁
編
の

『
宗
教
年
鑑
』

(
昭
和
六
十
一
年
度
版
)

を
使
用
し
た
。

註
4

新
宗
教
は
信
徒
の
す
べ
て
が
教
化
者
で
あ
る
と
い
っ
た
見
方
も
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
も
、
専
従
教
師
一
人
当
り
と
し
て
の
計
算
と

し
て
∴
∵
る
。

註
5

新
宗
教
研
究
調
査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
一
一
(
井
上
順
孝
他
共
著
、
雄
山
間
刊
)

に
は
、
新
宗
教
調
査
を
類
別
し
て
、

-
小
/

教
団
自
ら
が
運
動
の
方
向
性
や
組
織
・
指
導
体
制
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
た
め
に
行
な
う
「
実
践
の
た
め
の
調
査
」

一
骨
\

教
団
に
対
し
て
は
中
立
的
で
あ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
文
化
庁
宗
務
課
や
新
聞
社
等
が
、
行
政
目
的
や
実
態
把
握
の
た
め
に
行

な
置
つ

「
現
状
分
析
の
た
め
の
調
査
」

一
骨

字
間
的
な
命
題
を
検
証
し
、
よ
り
普
遍
的
な
理
論
を
構
成
す
る
た
め
に
行
な
う

「
研
究
の
た
め
の
調
査
」

の
二
項
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

二
の
中
、
埋
宗
神
の
調
査
活
動
の
着
意
は
、
最
終
的
に
C
)
の
「
実
践
の
た
め
の
調
査
」
に
近
い
が
、
あ
く
ま
で
調
査
は
、
悉
意
的
、
功
利
的
な

俗
虜
に
よ
る
口
数
回
過
重
の
弊
習
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
、
②
③
の
科
学
的
、
客
観
的
姿
勢
に
立
却
し
た
研
究
を
土
台
と
し
、
こ
れ
に
配
慮
し
な
が

つ
(
i
l
、
∴
同
調
査
結
黒
を
導
き
出
す
よ
う
に
心
懸
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

桂
点
∴
理
宗
研
に
お
け
る
調
査
研
究
は
、
①
そ
企
図
し
っ
つ
も
②
③
の
一
部
で
停
ま
っ
て
い
た
が
、
今
回
の
調
査
研
究
で
は
、
殊
に
①
の
「
実

桟
の
〕
言
の
調
査
∴
∵
意
趣
を
胃
い
て
累
進
し
た
い
し
一
考
え
る
。

上
し
一
-
・
、
リ
ニ
高
言
調
査
研
究
の
進
彊
・
充
実
が
、
そ
の
ま
ま
①
の
暗
正
宏
結
果
を
引
き
出
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
調
査
訓
序
は
②
-
③
-
①

と
一
石
な
し
二
世
一
高
完

工
=
6

初
子
絞
出
定
説
告
∵
∵
/
ド
フ
ツ
ケ
/
・
∴
に
は
調
査
を
①
教
団
調
査
、
②
地
域
調
査
、
③
個
人
調
査
の
三
種
に
分
類
し
て
い
る
。
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表-3 新宗教の開教年次

開 教 年 次 教 団 名 教 祖 

文化11(1814)年 黒 住 教 黒 住 宗 患 

天保9(1838)年 天 理 教 中 山 み き 

安政4(1857)年 本 門 仏 立 宗 長 松 日 扇 

〃 6(1859)年 金 光 教 川 手 文治郎 

明治25(1892)年 大 本 
(豊 富 呈三需 

大正2(1913)年 ぽ ん み ち 大 西 愛治郎 

〃 8(1919)年 円 応 教 探 聞 千代子 

〃13(1924)年 ひ と の み ち 

(御木徳 (御木徳近) (昭和21年) (P し 教 団) 

大正14(1925)年 霊 友 会 教 団 
〈尖 念 書大義 

昭和5(1930)年 創 価 学 会 
(警 蕎 叢三豊 

" 5(1930)年 生 長 の 家 谷 口 雅 春 

〃10(1935)年 世 界 救 世 教 岡 田 茂 吉 

"11(1936)年 孝 道 教 団 
(岡〃野 富美嘉 

〃11(1936)年 真 如 苑 
〈伊"藤 貴 葉 

〃13(19認)年 立 正 佼 成 会 
(警 護∴最 驚 

〃 20(1945)年 天 照 皇 大 神 宮 教 北 村 サ ヨ 

" 22(1947)年 善 隣 会 力 久 辰 斎 

〃 25(1950)年 仏 所 護 念 会 関 口 嘉 

〃 25(1950)年 妙 智 会 宮 本 ミ ツ 

注) 「ひとのみち」は戦後「Pし教団」として再発足した。

※ 「仏教宗派の常識より」
一74 -


	shoho22-06



